
フランス便り 

２０２３年９月 

小林 千鶴 

 私の留学に来ているフランスのストラスブールという街には、沢山の美術館があり多くの人

が平日、休日問わず訪れます。今回は私が来てから訪れた美術館と訪れる際知っておいたら

役に立つことを紹介しようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＵＳＥＥ ＨＩＳＴＯＲＩＱＵＥ 

1920 年に建設された歴史的な建物で、1587

年から 1588年に建てられたかつての肉屋を改

装して使っています。昔に使われた大砲や銃、

剣、グラス、コインなど沢山展示されていました。

また、絵画も多く展示されていて興味深い物が多

かったです。兜も展示されていました。実際にか

ぶることが出来たのでかぶってみましたが、鉄臭

く、重かったです。 

  

ＰＡＬＡＩＳ ＲＯＨＡＮ ３ ＭＵＳＥＥＳ 

ストラスブールの司祭であるアルマン＝ガストン・

ド・ロアン枢機卿のために、王の最初の建築家で

あるロベール・ド・コットの計画に従って 1732 年

から 1742年にかけて建てられました。 

ここでは音声ガイドをつけて観覧することができま

す。しかし、日本語の音声はついていなかったので

内容をすべて理解することは難しかったです。 

ＭＵＳＥＥ ＴＯＭＩ ＵＮＧＥＲＥＲ 

トミー・ウンゲラーというストラスブール出身の漫

画家で、多くの児童書を残しています。 

絵本のイメージが強い人ですが、残酷な絵も数多

く展示されていました。ここでは、絵本の音読を聞

いたり、アニメを見たりすることが出来ました。絵

本の下絵などは少なかったですが沢山の下絵が

あり、面白かったです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術館を訪れる際知っておくと良いこと！

１， １日券を買うこと！ 

ストラスブールの美術館には１日券という物が存在します。 

これは、ストラスブールの指定された美術館であればいくつでも行くことが出来る 

チケットです。 

２， 美術館入場無料の日に行く！ 

ストラスブールには美術館が完全無料で入れる日が存在します。 

その日を狙って行くとストラスブールの美術館すべてにおいて無料で訪問出来ます。 

３， 国際学生証を持って行く事！ 

学生は在学証明の国際学生証があると、大人１６ユーロのところ半額の８ユーロで

入る事が出来ます。 

４， 写真を撮る！ 

基本的にフランスの美術館は写真撮影ＯＫの場合が多いです。 

観光できた際は思い出を写真に残す事が出来ます。 

ＭＵＳＥＥ Ｄ‘ＡＲＴ ＭＯＤＥＲＮＥ 

モネやピカソなど近現代の絵画や彫刻などが展示

されています。また、トリックアートや不思議の国の

アリスの中の世界のようなフロアもありました。とに

かく広く、沢山の作品がありました。印象深かった

のは、魚の絵画です。近づくまでは本物の魚だと思

うくらいリアルに描かれており、他の作品と違い素

人でもすごいことが分かりました。 

日本では休日に友達と美術館を観覧するということはなかったのですが、ストラスブー

ルに来て美術館を訪れる機会が増えました。ストラスブールの中だけでも 1５個もの美

術館があり、フランス全土で美術品を鑑賞するという文化が浸透しているのかなと思

いました。また、美術館内で写真を撮ったり、物に触れたり出来る場所が日本よりも多

いので考え方に違いがあるのかなと思いました。休日に限らず授業内でも美術館に訪

れる時間があるなど、とても美術品を身近に感じることの出来る場所だと感じました。

美術館の数が多いにも関わらず 1 つ 1 つの美術館が大きくて、満足感のある美術館

が多かったです。 


